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論文内容の要旨
本論文は，炭酸ガスレーザを光源として，半導体の非線形光学効果及び内部光電効果に関する基礎
研究及びそれらのフォトン・ドラックー赤外検知器と赤外光波長変換素子への応用に関する研究結果を
まとめたもので， 7 章にわけで構成されている。
第 l 章は序論で， レーザ技術の進歩と共に発展した非線形光学効果及び山速光検知器に関する研究
の沿革を述べることにより本研究の占める位置と意義を明確にした。
第 2 章においてはテルルの特徴的なバンド構造に初めて注目し， P 形テルルフォトン・ドラッグ検
知器の開発研究について述べた。この検知器は従来のP 形ゲルマニウムフォトン・ドラッグ検知器に
比べ十倍以上検知感度が高く，周岡温度の変化に対して安定であると言う勝れた性能を持っている。
4¥ 3 章では，炭酸ガスレーザ以外のレーザ光波長に対しで性能の高いフォトン・ドラッグ検知器を
開発するため七レン・テルル混品フォトン・ドラッグ検知器について検討した。
第 4 章にわいては，赤外領域の非線形光学材料として勝れているテルルの二倍高調波発生に関する
研究結果を述べた。炭酸ガスレーザの10. b ミクロンの光を光源として，二倍高調波発生を行い，得ら
れた:倍高調波光を強力な光源として利用できることを確かめた。300~4000 K の範囲で二倍高調波発
生の温度依存性を測定し，テルル内での基本波の吸収損のため二倍高調波が温度の上昇と共に急激に
減少し，位相整合角が小くなることを見出した。
第 5 章においては，七レン・テルル混品の二倍高調波発生に関する研究結果を述べた。第 4 章に述
べたテルルの欠点は，セレン・テルル混品を使用することによって改善できることがわかった。
第 6 章ではジンクブレンド及び六方品構造を持つ種々の半導体 (GaAs ， GaSb， CdTe ， Cds) につい
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ての二倍高調波発生(コヒレンス距離及び非線形感受率)に関する研究結果をまとめた。これらの結
晶はテルルの様に位相整合ができないが，非線形感受率が大きいので，かなり高出力の二倍高調波光
が得られることを確かめた。
第 7 章においては 本論文の結論をまとめて述べた。
論文の審査結果の要旨
本論文は， CO 2 レーザ光と半導体の相互作用によるフォトン・ドラッグ及び二倍高調波発生に関す
る実験的研究をまとめたものである。その結果
( 1) P 形Te 単結晶の重い正孔と軽い正孔聞の光学転移を用いることによって在来のP 形Ge に較べて
CO 2 レーザ光に対し感度が高く，温度特性のよいフォトン・ドラッグ検出器を試作し，その特
性を物性論的に検討した。モード・ロックパルス光を用いて この検出器の応答時間が少くと
も 10-4秒以下にあることを確めた。さらにSe-Te 系の混晶を用いることによって常温での検
出感度がふえることを見出し，エネルギ帯構造から検討している。
( 2) Te 及び、Se-Te 混品についてCO 2 レーザ光による二倍高調波発生と位相整合の温度特性を実
験的にしらべ高温における高調波発生効率の低下が基本波の吸収係数の増加によることを明ら
かにした。また Se-Te 混晶を用いることによって常温で、の高調波発生効率が改善されることを
見出した。
(3) GaAS ， GaSb， CdTe ， CdSnAS 2等の化合物半導体結晶のCO 2 レーザ光による二倍高調波発生の
実験からコヒーレント長，発生効率の異方性さらに非線形電気感受率テンソルを求め在来の結
果と比較している。
以上のように本論文は 半導体による CO 2 レーザ光の新しいフォトン・ドラッグ検出器及び二倍高
調波発生について解明し 物性論的に興味ある多くの知見を得ているとともにそのオプト・エレクト
ロニクスへの応用の可能性を示しており，半導体工学の分野に貢献するところが大きい口従って博士
論文として価値あるものと認める。
-304 一
